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環
境
衛
生
だ
よ
り
第50回

令和５年10月

伊東市環境
衛 生 協 会
事務局：伊東市環境課
電　話：32-1371

令
和
５
年
度
功
労
者
表
彰
式
を
開
催

令
和
５
年
度
総
会

　
伊
東
市
環
境
衛
生
協
会
の
令
和
５

年
度
功
労
者
表
彰
は
、
５
月
30
日

(火
)に
伊
東
市
役
所
７
階
特
別
会
議

室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
、
大
川
滿
幸
会
長
及
び
理
事

（
表
彰
を
受
け
る
団
体
が
所
属
す
る

区
の
区
長
）
が
出
席
し
、
地
域
の
環

境
衛
生
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
た
た
え
、

受
賞
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

〇
伊
東
市
長
感
謝
状
受
賞
者

　
【
団
体
の
部
】　

　
　
　
中
芝
町
内
会
賛
芝
会

（
玖
須
美
区
）

〇
会
長
表
彰
受
賞
者

　
【
団
体
の
部
】　

　
　
　
海
峰
苑
町
内
会（

宇
佐
美
区
）

　
こ
の
表
彰
は
町
内
会
な
ど
の
住
民

の
方
々
が
、
地
域
の
環
境
美
化
に
対

し
、
日
々
継
続
す
る
努
力
を
評
価
す

　
総
会
は
昨
年
度
同
様
、
書
面
に
て
開
催
さ
れ
、

賛
成
多
数
に
よ
り
事
業
計
画
及
び
予
算
等
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
も
町
内
会
等
の
組
織

活
動
を
通
じ
、
衛
生
的
な
環
境
を
維
持
で
き
る

よ
う
、
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
理
事
等
に
つ
い
て
は
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

左から、小野市長・山下理事（宇佐美区長）・海峰苑町内会（山田さん）・
中芝町賛芝会（宮本さん）・沼田理事（玖須美区長）・大川環境衛生協会々長

る
も
の
で
、
市
民
の
模
範
に
な
る
活

動
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
も
の
で

す
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
は
、
各
地
域

に
お
い
て
長
年
道
路
や
河
川
の
清
掃
、

草
刈
り
を
行
う
と
と
も
に
、
空
き
缶

の
回
収
等
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
も
併
せ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
先
人
が
築
き
上
げ
た
「
美
し
い
郷

土　
い
と
う
」
を
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
、
今
後
も
末
永
く
美
化
活
動

に
積
極
的
に
取
組
ん
で
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

役
　
職

氏
　
名

所
　
属

会
　
長

大
川
　
滿
幸

新
井

副
会
長

井
原
　
　
孝

松
原

〃

横
山
　
欣
正

荻

〃

森
　
　
知
子

女
性
連
盟

監
　
事

伊
代
野
重
之

吉
田

〃

石
井
　
照
市

富
戸

理
　
事

原
　
　
　
崇

湯
川

〃

沼
田
　
政
治

玖
須
美

〃

初
鹿
野
　
勲

岡

〃

藤
原
　
廣
臣

鎌
田

〃

齋
藤
　
　
誠

川
奈

〃

大
川
　
栄
一

十
足

〃

山
下
　
善
和

宇
佐
美

〃

宮
川
　
正
生

八
幡
野

〃

髙
橋
　
義
典

池

〃

長
田
　
直
己

赤
沢

令和５年度伊東市環境衛生協会役員
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令和５年度 事業予算 令和５年度 事業計画
（単位：円）

収入の部 支出の部
科　目 予算額 科　目 予算額

１ 分 担 金 522,000 １ 総 務 費 30,000
１分担金 522,000 １交際費 10,000
２ 負 担 金 29,000 ２需用費 10,000
１他団体負担金 29,000 ３役務費 10,000
３ 補 助 金 200,000 ２ 事 業 費 3,414,000
１市補助金 200,000 １旅　費 47,000
４ 報 償 金 2,500,000 ２報償費 256,000
１市報償金 2,500,000 ３需用費 340,000
５ 雑 収 入 550 ４役務費 40,000
１利　子
２雑　入

5
545

５使用料及び　　
　賃 借 料

200,000

６ 繰 越 金 192,450 ６備品購入費 10,000
１前年度
　繰越金

192,450 ７負担金補助
　乁び交付金

21,000

　８資源ごみ集団
　　回収報償金

2,500,000

合　計 3,444,000 合　計 3,444,000

<年間目標>
●ごみの減量化・資源化の推進
●リサイクル運動の推進
●資源ごみ集団回収奨励事業の推進
　（ごみを資源として見直し、再利用するよう各地域、
　団体で資源回収活動を推進する。）
●不法投棄防止の啓発
●散乱ごみ等環境美化活動の推進
●公衆衛生教育の普及
●空き缶等のポイ捨て防止の推進

<年間事業>
 ４月 市内小学校新入学児童祝品贈呈
 ５月 第60回総会書面開催
10月 環境児童画展開催
 「環境衛生だより第50号」の発刊
 県環境衛生大会参加予定（静岡市）
12月 資源ごみ集団回収奨励事業報償金申請受付開始
 ３月 資源ごみ集団回収奨励事業報償金交付
随 時 理事会開催

　
伊
東
市
環
境
衛
生
協
会

で
は
、
ご
み
の
減
量
化
、

再
資
源
化
を
推
進
す
る
た

め
、
資
源
ご
み
集
団
回
収

奨
励
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
令
和
６
年
度
は
、

さ
ら
な
る
活
動
団
体
の
増

加
と
活
動
量
の
増
進
を
図

る
た
め
、
単
価
を
５
円
か

ら
６
円
に
ア
ッ
プ
し
ま
す

（
た
だ
し
、
報
奨
金
額
上

限
は
20
万
円
ま
で
と
な
り

ま
す
）
。

　
令
和
４
年
度
は
子
供
会
や
老
人
会
な

ど
75
団
体
に
よ
り
約
４
０
０
ト
ン
を
回

収
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
古
紙
、
カ
ン
な
ど
は

再
資
源
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
の

減
量
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
新
た
に
報
償
金
の
交
付
申
請

を
す
る
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
団
体
登
録

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
伊
東
市
環
境
衛
生
協
会
で
は
、
毎
年
、

伊
東
資
源
回
収
組
合
と
と
も
に
、
市
内

小
学
校
に
入
学
す
る
新
入
学
児
童
に
対

し
、
入
学
祝
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
12
日(

水)

に
、
本
協
会
の
大
川

会
長
が
出
席
し
た
伊
東
小
学
校
の
入
学

式
に
お
い
て
、
代
表
児
童
に
入
学
祝
品

の
黄
色
い
傘
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
新
１
年
生
と
し
て
、
新
し
い
ラ
ン
ド

セ
ル
を
背
負
い
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
、

入
学
式
に
参
加
す
る
姿
は
と
て
も
ほ
ほ

え
ま
し
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
祝
品
が
、
少
し
で
も
新
１
年
生

の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で

す
。

環境衛生協会事業の紹介
令和６年度から単価20％アップ！
資源ごみ集団回収奨励事業

※報奨金上限20万円まで

新入学児童への祝品贈呈
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生ごみ処理機を購入する方に費用の一部を補助します（伊東市事業）
※補助金の申請後、市から決定通知を受けた後で、購入となります！

■対象容器と補助限度額
生ごみ堆肥化容器

（コンポスト容器）
電動式

生ごみ処理機
限度額４千円
１世帯２台まで

限度額３万円
１世帯１台まで

■補助の条件
・伊東市に住民登録のある方
・容器等の設置できる土地を使用できる方
　（コンポスト容器の方）
・堆肥化された生ごみを自己処理できる方
・市税等の滞納がない方
・市内の販売店で購入する方■補助の割合　購入費の１/２

そのほか詳細は事務局へお問い合わせください。

犬
や
猫
の
飼
い
方
、
猫
の
被
害
で
お
困
り
の
皆
様
へ

猫
は
適
正
管
理
し
て
近
隣
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　
猫
は
繁
殖
力
が
強
い
動
物
で
す
。
去
勢
・
不
妊

手
術
で
む
や
み
な
繁
殖
を
防
ぎ
、
ふ
ん
尿
等
で
近

隣
に
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め
に
も
、
屋
内
飼
養
を

推
奨
し
ま
す
。

　
ま
た
、
無
責
任
な
餌
や
り
は
、
近
隣
住
民
へ
の

被
害
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
結
果
的
に
不
幸

な
野
良
猫
を
さ
ら
に
増
や
す
こ
と
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。
「
猫
が
か
わ
い
そ
う
」
と
い
う
気
持
ち
は

わ
か
り
ま
す
が
、
本
当
に
そ
の
猫
が
か
わ
い
そ
う

な
ら
、
責
任
を
持
っ
た
保
護
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
伊
東
市
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
繁
殖
を

防
止
し
、
不
幸
な
猫
を
増
や
す
こ
と
な
く
、
快
適

な
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
飼
い
主
の
い

な
い
猫
の
去
勢
・
不
妊
手
術
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。
去
勢
・
不
妊
手
術
を
検
討
し
て
い

る
方
は
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

鑑
札
・
注
射
済
票
は

首
輪
に
装
着
を

　
こ
の
と
こ
ろ
、
犬
が
逃
げ
て
い
る
と
い
う
連
絡

が
多
く
よ
せ
ら
れ
ま
す
。
飼
い
犬
が
逃
げ
て
し

ま
っ
た
時
は
、
す
ぐ
に
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
犬
を
飼
い
始
め
た
ら
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
る

市
へ
の
登
録
と
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
し
、

登
録
時
に
交
付
さ
れ
る
鑑
札
や
注
射
済
票
は
、
屋

内
飼
養
で
も
、
首
輪
に
装
着
し
ま
し
ょ
う
。
犬
が

迷
子
に
な
っ
た
際
、
鑑
札
や
迷
子
札
、
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
な
ど
が
装
着
さ
れ
て
い
る
と
、
す
ぐ
に
飼

い
主
の
元
へ
と
返
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
散
歩
の
際
は
、
必
ず
リ
ー
ド
で
繋
ぎ
、

ふ
ん
の
持
ち
帰
り
に
使
う
袋
や
尿
を
流
す
た
め
の

水
を
用
意
し
、
公
共
の
場
や
道
路
を
汚
さ
な
い
よ

う
後
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
よ
る

被
害
で
お
困
り
の
皆
様
へ

　
「
庭
に
ふ
ん
尿
を
さ
れ
て
困
っ
て
い
る
。」「
庭

で
子
猫
が
産
ま
れ
た
。」
な
ど
の
相
談
が
多
数
よ

せ
ら
れ
ま
す
が
、
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す

る
法
律
に
よ
っ
て
、
市
が
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を

保
護
・
捕
獲
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
飼
い
主

の
い
な
い
猫
に
よ
る
被
害
で
お
困
り
の
方
は
、
猫

が
庭
に
入
ら
な
い
方
法
を
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　
猫
は
、
刺
激
の
あ
る
臭
い
が
苦
手
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
販
売
さ
れ
て

い
る
忌
避
剤
や
、
食
用
酢
や
木
酢
液
を
薄
め
た
も

の
を
撒
く
な
ど
、
身
の
周
り
で
代
用
で
き
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
猫
に
も
個
体
差
が
あ
り
、
全

て
の
猫
に
効
果
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
猫
と

の
根
競
べ
で
す
。
様
々
な
方
法
を
お
試
し
く
だ
さ

い
。

ひ
と
り
に
し
な
い
で

　
も
し
、
ご
自
身
に
何
か
あ
っ
た
ら
、
ペ
ッ
ト
の

面
倒
を
見
て
く
れ
る
人
は
い
ま
す
か
。
飼
い
主
の

入
院
や
急
死
に
よ
っ
て
、
ペ
ッ
ト
が
取
り
残
さ
れ

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
場
合

に
備
え
て
、
事
前
に
ご
家
族
や
ご
友
人
な
ど
と
話

し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
伊
東
市
環
境
衛
生
協
会
と
市
の
共
催

に
よ
り
、
10
月
13
日(

金)

か
ら
22
日

(

日)

ま
で
の
期
間
、
市
内
７
小
学
校
の

４
年
生
が
描
い
た
「
環
境
児
童
画
展
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
同
展
で
は
、
夏
休
み
期
間
中
「
み
ん

な
で
環
境
の
こ
と
を
考
え
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
中
央
会
館
３
階

展
示
兼
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
、
全
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
市
長
賞
及
び
環
境
衛
生
協
会
々
長
賞

が
各
10
点
ず
つ
選
出
さ
れ
ま
す
。

※
本
展
覧
会
は
、
昨
年
度
ま
で
「
清
掃

児
童
画
展
」
と
し
て
開
催
し
て
い
た

も
の
で
す
。

環境児童画展を開催☆
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“こんなごみ”は「ここで出せます☆」

回収場所
🅐小型家電

表の下の
「出す前に確認！」
をご覧ください。

乾電池
🅑蛍光灯
表の下の

「出す前に確認！」
をご覧ください。

🅒古着
表の下の

「出す前に確認！」
をご覧ください。

カイロ
（冬季のみ）

１　各コミュニティセンター
　　　宇佐美 〇 〇 〇 第 1・3木曜 〇
　　　小室 〇 〇 〇 第 1・3木曜 〇
　　　富戸 〇 〇 〇 第 2・4木曜 〇
　　　八幡野 〇 〇 〇 第 2・4木曜 〇
２　各生涯学習センター
　　　中央会館 〇 〇 〇 第 1・3木曜 〇
　　　ひぐらし会館 〇 〇 第 1・3木曜 〇
　　　池会館 〇 〇 〇 第 2・4木曜 〇
　　　赤沢会館 〇 〇 〇 第 2・4木曜 〇
　　　荻会館 〇 〇 〇 第 2・4木曜 〇
３　伊東ふれあいセンター 〇 〇 〇
４　健康福祉センター１階ロビー 〇 〇
５　市役所地下１階ロビー 〇 〇 〇 毎週木曜 〇

環境課車庫　℡３７-２８６５

回収ボックス設置一覧

出す前に確認！ちょっと
　　待って

！

A 小型家電
●回収ボックス投入口サイズ（40センチ×20セン
チ）に入るものが対象です。
●回収ボックスに入らない場合は、金属類または不
燃粗大となります。
●品目は、ノートパソコン・タブレット・時計・電
卓・懐中電灯・携帯電話・電話機・デジタルカメ
ラ・USBメモリ・ゲーム機・ドライヤー・電気か
みそり…などです。これら以外のもので、ご不明
な点はお問合せください。
●デスクトップパソコンは回収できません。
●保存している個人情報は必ず消去してください。
●乾電池は必ず取り除いてください。
●取り外せる小型充電式電池（バッテリー類）は家
電製品から取り外して回収ボックスに入れてくだ

さい。回収できる電池はニ
カド電池・ニッケル水素電
池・リチウムイオン電池の
みとなります。

B 蛍光灯
●割れている蛍光灯は、「われもの類・電池」の収
集日にごみステーションに出してください。
●テープで巻かずに出してください。
●130センチ以上の直管型蛍光灯・事業所や販売店
から出る蛍光灯は対象外です。直接、御石ヶ沢清
掃工場へお持ちください。

C 古　着
●収集日に回収ネットを設置するので、当日9時
~14時にお持ちください。
●回収できるもの=ポロシャツ・ワイシャツ・T
シャツ・ジーンズ・子供服・トレーナー・着物・
セーター・シーツ・タオルなど
●回収できないもの=汚れた衣服・ぬれた衣服・帽
子・靴・敷布団・座布団・人形・ぬいぐるみ・
ジャケット・スーツなど
●洗濯してきれいにたたみ、ビニール袋や紙袋に入
れて出してください。
●判断に迷ったときは、お問合せください。


